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川南町第６次長期総合計画（期間：令和３年度～令和１２年度）

（総合計画＝持続可能な川南町を創るために、今後１０年間の取組について、基本的な考え方を示すもの）

まちの将来像 → 「豊かさを活かし 共に未来を拓くまち かわみなみ」

将来像実現のために、６つの「基本目標」を定めました。

① 未来を拓くひとを育むまちづくり ・・・・・・・・【ひとづくり分野】
② 手を取り、寄り添い合うまちづくり・・・・・・・【まちづくり分野】
③ 地域と人が輝くまちづくり ・・・・・・・・・・・・・【地域資源・産業振興分野】
④ 健やかで、自分らしく輝けるまちづくり・・・【医療・保健・福祉分野】
⑤ 豊かな自然と共生するまちづくり・・・・・・・【社会基盤分野】
⑥ 自立し、未来へつなぐまちづくり・・・・・・・・【地域安全・行財政分野】

基本理念 → 「共に考え 共に挑み 共に切り拓く」
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実績値 社人研推計値

■総人口の推移と社人研推計■

本町における人口の現状分析と見通し

（１） 総人口の推移と見通し 出典：第２期川南町人口ビジョン（第６次川南町長期総合計画（前期計画）別冊
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■年齢３区分別人口比率の推移と社人研推計■

本町における人口の現状分析と見通し

（２） 年齢３区分別人口の推移と見通し

出典：第２期川南町人口ビジョン（第６次川南町長期総合計画（前期計画）別冊

３



川南町における年少人口（０歳～１４歳）数 令和４年４月１日現在

現学年 対象出生年度 現年齢 人数 備考

中学３年生 平成１９年度生れ １４歳 １５７

中学２年生 平成２０年度生れ １３歳 １５３

中学１年生 平成２１年度生れ １２歳 １４０

小学６年生 平成２２年度生れ １１歳 １５３

小学５年生 平成２３年度生れ １０歳 １５５ 令和８年度、中学３年生

小学４年生 平成２４年度生れ ９歳 １５１ 令和８年度、中学２年生

小学３年生 平成２５年度生れ ８歳 １２６ 令和８年度、中学１年生

小学２年生 平成２６年度生れ ７歳 １１５ 令和８年度、小学６年生

小学１年生 平成２７年度生れ ６歳 １１４ 令和８年度、小学５年生

平成２８年度生れ ５歳 １０９ 令和８年度、小学４年生

平成２９年度生れ ４歳 １１１ 令和８年度、小学３年生

平成３０年度生れ ３歳 １０５ 令和８年度、小学２年生

令和元年度生れ ２歳 １０６ 令和８年度、小学１年生

令和２年度生れ １歳 ９２

令和３年度生れ ０歳 ７０

川南町まちづくり課調べ
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2040年日本の人口は、約1億1千万人との推計

高齢化率35.3%（出所：国立社会保障・人口問題研究所）

2022年４月1日現在 宮崎県の人口は、1,054,020人

2040年宮崎県の人口は、87万７千人との推計(減少率16.8%)

高齢化率38.6%（出典：宮崎県総合計画「令和元年改定」）

2022年４月1日現在 川南町の人口は、14,798人

2040年(18年後)川南町の人口は、12,487人との推計(減少率15.6%）

高齢化率45％ （出典：第２期川南町人口ビジョン（第６次川南町長期総合計画（前期計画）別冊）
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日本の総人口の長期的な流れ
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〇世界の人口の現状と予測

2021年、世界の人口は約78億人。

2030年、約85億人。

2050年の推計は、約97億人。

つまり、今後約30年で世界全体としては約20億人増加の見通し。

2100年は、110億人との推計です。

出所：世界人口白書 他
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2022年の日本の人口は、約1億2,000万人

イギリス、フランスは共に約6,700万人、イタリアは約6,000万人。

イギリス、イタリアは日本より面積が小さい（イギリスは日本の約３分の２、イタリアは約５分の４の面積）。

フランスの面積は日本の約1.5倍

ドイツは日本とほぼ同じ面積で人口は8,300万人強

日本は山林の面積割合が広く、人の住める面積は限られています。

出所：外務省ＨＰ
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人口減少社会は、“敗北”か？

“衰退”に向かう行進か？

私たちの未来
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私は人口減少社会を、敗北や衰退だとは思っておりません。

逆に、可能性と希望に溢れている！と考えています。

現状と将来予測をしっかりと捉えつつ、掲げたビジョン

「豊かさを活かし 共に未来を拓くまち かわみなみ」

づくりに邁進してまいります。

そのための令和４年度の具体策等を、次に説明いたします。
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新中学校の基本コンセプト

１５

令和８年度新中学校開校予定

１ 新中学校の目指す学校像
（１） 夢に挑み、学び続ける学校
（２） 仲間とともに切磋琢磨する学校
（３） 地域とつながり、地域ともに歩む学校
（４） 誰もが行きたくなるような魅力のある学校

２ ９つの基本コンセプト
（１） 学校を核とした地域づくりの推進
（２） 活力ある学校環境づくり
（３） 全ての生徒にとって過ごしやすい安心な学校環境づくり
（４） 安全に通学できる地域環境づくり
（５） 学力向上を目指す充実した教育環境づくり
（６） 多様化する社会に対応する学習環境づくり
（７） 健全な身心を育む部活動ができる環境づくり
（８） 地域防災の拠点となる交流環境づくり
（９） さらなる幼保小連携教育の推進



新型コロナウイルス感染症に伴う経済対策等について

令和４年度新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の交付限度額

＝１１０，２５５，０００円（当初決定分）
＋７４，５３１，０００円（４月２８日追加分）

上記の交付金を活用する主な事業（５月現在）
①特産品送料助成金＝４０，０００，０００円
②住宅リフォーム助成金＝２０，０００，０００円
③マイナポイント(第２弾)上乗せ助成事業＝２４，８００，０００円

なお、その他の事業にも活用してまいります。
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☞ 新規就農者生活支援助成金（トレーニングハウス関連）

政策による転入者の増加数は、県内の町
村の部において、５年連続の１位です！！
先月は、Yahooニュースオリジナル特集記

事に、本町の「トレーニングハウス」に関する
事例が紹介されました！

なお、この政策の主な財源は、「ふるさと納
税」です。順調に推移しております。

また、当該寄付金を積立ております「ふる
さと振興基金」の額は、令和４年３月末現在
で、約１３億４千万円です。

町単独の支援助成金を創設し、農家の担い手
不足の解消に取り組みます。合わせて人口対策
も引き続き積極的に進めてまいります。
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地域活性化拠点施設
かわみなみＰＬＡＴＺ（ぷらっつ）の活況

令和２年にオープンし、２年連続の黒字化を達成！！
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総合福祉センターの整備

にぎわい創出

・総合福祉センター令和４年１０月供用開始
・多世代が集い、交流し、自然と歩きたくなる
健康で幸せな生活が送れるシティデザイン１９



中心拠点のまちづくり

スポーツ文化

教育

福祉
行政

商業

半径500m

HOTEL KAWAMI-NA（ﾎﾃﾙ ｶﾜﾐｰﾅ）
飲食店等 金融機関等

商業

自然に人が集い
交流するまち

産業・住居

医療・福祉

史跡

史跡
史跡

医療・福祉
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中心拠点と各自治公民館を中心とする地域拠点構想

地域拠点施設の整備状況

①令和３年度、東地区
②令和４年度、通山地区、山本地区
③令和５年度、多賀地区
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２２

避難路の壁面には、児童・生徒の描いた絵（3m×4m
スケールの看板）を合計２枚飾る計画です。

避 難 路
広 場

避難路

避難路

３ｍ×４ｍ
子どもたちが描い

た絵の看板

３ｍ×４ｍ
子どもたちが描い

た絵の看板
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令和４年度の重点取組

☞ 地域おこし協力隊員の受入れ

☞ 定住促進持家取得助成金

☞ 新婚家庭生活支援助成金

☞ 町内雇用者等生活支援助成金（町内の事業所に正規雇用として勤務している方への家賃助成）

☞ ひなた暮らし実現応援支援金

☞ 空き住宅改修事業補助金

☞ 県移住マッチング支援事業交付金

☞ 移住定住促進サイト保守委託

☞ 県外からの移住者支援助成金

（１） 人口減少対策

移住・定住政策を積極的に進めます！
政策による転入者の増加数は、県内の町村の部において、５年連続の１位です！！
『川南をＰＲする。体験する。移住する等、戦略的かつ段階的な進行管理に努めます。』

当該政策の財源は、好調であります「ふるさと納税」及び
「企業版ふるさと納税」が中心です。
自主財源の確保対策もより一層取り組みます。
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令和４年度の重点取組

☞ 子どもがほしい家庭に一般不妊治療への助成

☞ 子どもがほしい家庭に特定不妊治療への助成

☞ 幼児を保育所等に預けたい家庭に保育料を軽減

☞ 病児・病後児保育（総合福祉センター内）

☞ 子育て世代の医療費負担を軽減するため、１８歳までの医療費について助成

☞ 高等学校等に通う子どもを持つ世帯に修学支援金を助成

☞ 川南駅を利用する通学生に、駅までの無料シャトルバスを運行

（２） 子育て支援策

子育て支援にも積極的に取り組みます！
前述しましたが、子育て世代を中心に定住化（持ち家取得等）に効果が表れています！！
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令和４年度の重点取組

☞ 町立中学校統合整備実施計画策定業務委託
☞ 中学３年生を対象とした公営塾の実施（令和２年度から実施中）
☞ 多賀小学校プールデッキ改修工事

（３） 教育の充実に関する施策

（４） 福祉の充実に関する施策

☞ 総合福祉センター供用開始（令和４年１０月～）
☞ 地域ふれあいサービス事業委託

（５） 地域活性化に関する施策

☞ 通山地区コミュニティセンター改修工事
☞ 山本、多賀地区コミュニティセンター改修設計等委託
☞ 地域集会施設建設等補助金

（６） 防災に関する施策

☞ 地域防災計画改定及び受援計画策定業務委託
☞ 避難誘導等看板設置委託
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令和４年度の重点取組

ア 担い手確保、育成
☞ 新規就農者生活支援助成金（トレーニングハウス関連）
☞ 農業次世代人材投資事業費補助金
☞ 農業後継者支援給付金
☞ 新規就農者育成総合対策事業補助金
☞ 創業者支援事業補助金
☞ 水産業人材育成投資事業補助金

イ 現役世代支援
☞ 次代につなぐ園芸産地づくり事業補助金
☞ 持続可能な農業のための青年農業者支援事業補助金
☞ 優良肉用繁殖牛導入資金貸付金
☞ 肉用牛受精卵移植推進事業補助金
☞ 優良肉用繁殖牛導入等補助金
☞ スマート畜産支援事業補助金
☞ 漁業機器等導入支援事業補助金
☞ 交流施設改修等補助金
☞ 商工業振興支援事業補助金
☞ 商店街活性化委託事業

（７） 担い手育成等に関する施策
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改革（開拓）を積み重ね続ける風土の中で、

人が育ち、

若者が常にチャレンジできて、

働きがいのある仕事場があり、

高齢者がいつまでも健康に暮らし、

子育て、教育に最適な施設と福祉環境を備えた、

誰もが住みたいと思う、

豊かで美しい農山漁村の再生を目指すことが、

未来に向けた新しい川南づくりへの

揺るぎないビジョンである、と私は考えます。
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人口減少社会という希望
豊かで美しい

「開拓し続ける気概の醸成と農山漁村の再生」

新たな時代の新たな価値観

「豊かさ」と「幸せ」はそこにある。

私たちの未来、人口減少社会は

可能性と希望に満ちている！
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